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第4図 2018年夏におけるユーラシア大陸上でのジェッ ト気流の蛇行に関する循環場の様子。（a)35-45 
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(Enomoto et al. 2003）のような北半球中緯
度での準定常ロスビ一波束の伝播による効
果も再現されている可能性がある。
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